
8 割の自計化とは・・・・8 割の自計化を目指す理由 

 
―― 8 自計化に関しては、 

どのように進めていらっしゃいますか。  

 
横山  

クラウド会計を使用するにあたり、自計化これから経営や経理を勉強してほしい経営者

の方には、「完全に自計化（会社で記帳を行うこと）しなくてもいいので、8 割ぐらいまで

やってください。最後の仕上げは私に任せてください」というような感じで進めています。

そのようにして自計化の垣根を低くしているのです。具体的には、3 年計画ぐらいで、最初

は現金出納帳や通帳の預金の値を入力し直してもらい、その次は、売掛金や買掛金を入れる

段階までいきます。給料に関しては複雑な仕訳が多いので、そこは全部任せてくださいとい

うような感じです。残りの 2 割の部分はこちらできっちり押さえていくことによって品質

を管理していきます。 

その際に、データのやり取りが非常に軽くて、操作性が良いソフトということになると、

私も今までにいろいろな会計ソフトを使っていますが、エプソンさんの会計ソフトが一番

だと思います。「財務応援 R4」は、ランニングコストが低く、お客様に受け入れていただき

やすいものですから、体験版ソフトで２～３ヵ月試しに使っていただいて、あとはそれまで

のソフトからデータを完全に移行していただいています。そのほかにも、売上げや経費の集

計を、エクセルなどを使用していたお客様もいらっしゃいます。そのような場合も、「こち

らで勉強会を開きますから、切り替えをしませんか」とお勧めしています。そのようにして、

ほとんどの顧問先が「財務応援」に変わりました。 

 

―― ８割ぐらいまででいいというのは、敷居が低くて良いですね。「きっちり入れて、入

れ終ったらデータをください」と言われてしまうと、お客様にはプレッシャーになります。 

横山 ただ、起票方法などの入力ルールだけは、最初に私が行って指導します。そして、そ

の方法はスタッフもみなで共有して、スタッフが入れ替わっても、比較的スムーズに引継げ

るシステムを作るようにしています。・・・詳しくはお電話ください。 
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